
麻しん・風しんの発生状況について

国立感染症研究所
感染症疫学センター

資料１



麻疹患者の週別報告数、２００８～２０１６年



全国から報告された麻しん患者の流行曲線
（n=388、2015年第1週～2017年第46週）
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年齢別麻疹抗体保有状況、２０１６年度



2008年～2017年の性別ごと風しん報告数およびCRS報告数

感染症発生動向調査（2017年11月15日現在）



2016年の性・年齢別風しん報告数、
予防接種制度の変遷、および抗体保有状況の関連

感染症発生動向調査（2017年11月15日現在）
国立感染症研究所．感染症流行予測調査；国民の風しんに対する抗体保有率：2016年度調査結果(2017年3月現在)



図３ 風疹含有ワクチンの定期予防接種制度と年齢の関係（平成29（2017）年10月1日時点）
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風疹含有ワクチンの定期予防接種制度と年齢の関係
（平成30（2018）年2月1日時点）



風疹含有ワクチン実施率の推移
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風疹含有ワクチン接種率の推移
（厚生労働省、国立感染症研究所感染症疫学センター調査）
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20代後半～50代前
半の男性の感受性者
は30代後半～50代

前半に残存

20代後半～50代前
半の男性の感受性者
は30代後半～50代

に残存

2～19歳の感受性
者減少
2～19歳の
感受性者減少

2006年度 2016年度

年齢/年齢群別風疹抗体保有状況、2006年度と2016年度の比較 感染症流行予測調査事業より

10年
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29～55歳の男女風疹抗体保有状況（HI抗体価≧1:8）
2007～2016年度の年度推移

（感染症流行予測調査事業より）
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※生年度：調査年度－調査時年齢

調査年度2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

2017年度に39～55歳
1962～78年度生まれの男性

(n=537～728)

2017年度に29～38歳
1979～89年度生まれの男性

(n=375～616)

2017年度に39～55歳
1962～78年度生まれの女性

(n=590～842)

2017年度に29～38歳
1979～89年度生まれの女性

(n=557～752)

1962～78年度生まれ
（調査時 37～54歳）
中学生女子のみ１回

1979～89年度生まれ
（調査時 26～37歳）
幼児・中学生で１回

風疹流行
成人男性の抗体陰性者の
割合は全く変わっていない。

このままでは2012-2013年と
同様の流行の発生が心配



推定感染地域別風疹患者報告数
2017年第1～52週 (n=93) （感染症発生動向調査より）
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